
可
制
小
設
容
イ

一
、
松
山
紫
胞
の
血
官

松
原
紫
確
は
、
大
坂
浪
人
民
て
幌
…
比
類
う
そ
つ
き
也
。
夏
隣
の
凶
月

二
十
九
日
、
柑
刑
囚
右
衛
門
と
位
r
江
へ
出
て
大
成
る
働
あ
り
と
備
担
、

保
科
肥
後
守
殿
へ
取
入
巾
け
れ
ば
、
肥
後
殴
信
に
思
召
、
百
人
扶
持

に
被
召
出
。
県
後
共
子
は
筑
前
守
政
御
代

K
五
百
石
給
ム
。
日
正
は
生

駒
八
郎
布
術
門
と
由
合
.相
互
に
稼
合
、
八
郎
右
衛
門
事
を
大
成
る
働

も
有
之
綴
陀
肥
後
殴
へ
巾
上
げ
、
肥
後
殴
よ
り
御
家
へ
被
仰
訟
.
前

の
泊
り
千
石
被
下
院
。

八
邸
右
術
門
は
五
月
六
日
未
明
陀
大
坂
を
逝

出
て
、

御
家
の
陣
小
屋
へ
来
り
隠
れ
居
た
る
を
、
憶
に
見
て
逢
ひ
た

る
者
あ
り
。
赴
と
云
合
た
る
務
者
な
れ
ば
.
見
も
聞
も
せ
ね
事
訟
が

ら
協
る
も
の
と
訟
も
ふ
。

て

笹
n
尚三
縦
家
系
備
制
兵
衛
の
出
世

笹
島
第
二
代
笠
前
は
諮
問
遠
江
女
の
子
也
。
共
弟
受
右
衛
門
以
下
は
.

岡
山
倫
中
女
の
子
児
て
倫
中
外
孫
也
。
依
之
出
品
相
官
は
錠
右
術
門
医
可

被
仰
付
哉
と
て
、
名
も
先
胞
の
三
政
可
然
と
て
笹
島
三
蹴
と
去
ム
。

家
老
撤
兵
衛
と
い
ふ
も
の
田
空

l

跡
目
は
三
政
へ
可
被
下
と
思
ひ
、
惣

仰
の
盟
前
へ
明
巾

h
k

応
外
K
w
V
M

る
。
父
盟
前
死
後
に
、微
妙
公
銀
側
に
二

千
石
被
下
盟
前
と
い
ひ
.
三
議
へ
五
百
石
被
下
。
椛
兵
衛
常
k

の
俄

三
五
四

委
細
越
御
摺
.
州
品
前
に
被
下
候
間
仕
出
比
慨
に
可
申
付
と
被
仰
山
山
。

円
寄
合
談
合
し
、小
姓
閑
人
民
申
付
殺
容
に
相
似
る
。
雨
入
揃
兵
術
宅

へ
行
向
ふ
。
椛
兵
街
抽
出

τ覚
悟
し
け
る
故
陀
、
雨
入
来
る
と
大
脇
指

を
取
て
座
敷
へ
出
ん
と
す
。
姿
見
て
云
桜
は
、
モ
主
な
た
は
不
心
斜
成
人

か
た
。
狭
吉
脱
政
へ
大
脇
山
知
は
悪
か
ら
ん
、
赴
を
と
て
中
間
削
指
を
出

す
。
椛
兵
衛
右
と
て
共
を
指
て
出
た
り
。
斐
は
白
乎
拭
陀
て
鉢
出
唱
し
、

右
の
大
脇
指

E
抜
て
挺
げ
、航
兵
衛
に
推
つ
wh

吉
附
け
る
を
.
座
敷
に

底
け
る
雨
入
、刊
脱
線
の
降
よ
り
続
人
の
影
見
え
透
て
‘共
冷
敷
事
山
首
の

毛
よ
だ
ち
、
二
人
と
も
沿
く
れ
て
働
事
あ
た
は
宇
、
徒
に
蹄
り
た
り
。

前
代
未
聞
の
儀
と
金
協
中
の
取
沙
汰
也
。共
後
櫛
兵
術
は
切
腹
し
ぬ
。

安
は
舵
や
ら
ん
聞
及
て
呼
迎

へ
裂
と
し
、
子
も
生
た
り
。

一
、
尚
徳
会
末
森
御
山
陣
の
陶
秀
伺

末
森
へ
成
政
攻
来
る
時
、
民
進
の
飛
脚
九
月
十
日
巴
の
刻
現
な
り
。

尚
徳
公
早
速
仰
山
で
司
共
昨
吋
の
御
殿
は
御
式
蕊
の
向
に
あ
り
。
御
馬
の

格
治
モ
し
と
被
仰
、御
式
滋
K
御
立
候
庇
へ

・仰
W
M
所
の
附
州
市
和
行
潮
岬
附

宗
仁
黒
米
を
折
放
に
盛
り
、
田
町
節
を
上
陀
世
て
・
岡
山
度
追
付
御
郎
防

と
中
上
る
。
公
御
快
〈
盤
を
少
し
御
口
に
入
れ
ら
れ
・
米
主
仰
取
、

是
は
闇
市
米
也
、
か
つ
て
食
ん
と
仰
ら
れ
け
り
。
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